
１．計画の目的 （１） 富山県住まい・まちづくり計画検討懇談会の開催状況

　　第1回計画検討懇談会（平成28年 9月 8日開催）

　　第2回計画検討懇談会（平成28年12月16日開催）

・総合計画「新・元気とやま創造計画」のアクションプラン 　　第3回計画検討懇談会（平成29年 2月下旬開催予定）

２．計画の位置づけ （２） その他幅広い意見の聴取

・住生活基本法第13条第１項に基づく法定計画 ・市町村との協議

・全国計画に即して、全都道府県に策定義務 ・パブリックコメント募集

３．計画期間 ・ホームページ等による計画の策定状況の公表　　など

・計画期間　平成28年度～37年度の10年間　（5年目に見直し）

基本理念 施策（小項目）

目標１ 豊かな暮らしを育む住まいの形成

１．良質な住まいの普及とリフォームの支援

目標３

富山県住まい・まちづくり計画（富山県住生活基本計画）の概要

・住生活の安定の確保及び向上の促進に関する施策について、基本理念、目標及
び施策等を定め住宅政策を計画的かつ総合的に推進する。

計画概要 計画策定の進め方

＜住まいを取り巻く状況の変化①＞ ＜検討すべき課題＞ ＜住まいを取り巻く状況の変化②＞

①住生活に関する教育活動・広報活動等の推進
②建築関係団体と連携した住宅相談体制の充実
③住まい・まちづくり支援団体の育成
④コミュニティ活動の支援

④空き家の適正管理及び利活用の促進

目標２ 美しい県土に資する住環境の形成

３．地域活性化による住まい・まちづくりの促進
①中心市街地等におけるまちづくりと連動した住まいの整備支援
②田園地域等における地域活性化施策と連携した住環境の整備促進

４．地域の景観と調和した住宅の整備支援
①景観条例や地区計画制度等による景観と調和した住宅の整備支援
②建築協定等による住民主体のまちづくりの促進
③伝統的まちなみ等の保全・活用

５．良好な居住環境の整備の促進
①密集市街地の防災性向上の促進
②防犯性能の高い住まい・まちづくりの促進
③空き家の除却及び跡地活用の促進

共助・協働による住まい・まちづくり ６．住まい・まちづくりに関する住民活動の支援

目標４ 地域住宅産業と住宅市場の活性化

７．信頼のおける住宅供給システムの普及促進

①住宅性能表示制度の普及
②建築士の資質・能力の向上
③建築確認・検査の的確な実施
④住宅保険・保証制度の普及
⑤住宅紛争防止等に関する情報提供

８．県産材等の地域資源を活かした住宅の普及促進
①地域の工務店の近代化・活性化促進
②県産材を活用した住宅の整備促進
③木造住宅の伝統的な技術の継承・発展促進

９．住宅ストック関連産業・市場の活性化促進

①長期優良住宅の普及促進
②既存住宅の市場の活性化促進
③住宅管理業・リフォーム産業の育成

目標５ 居住の安定の確保
10．公営住宅の公平かつ的確な供給の推進

①セーフティネットとしての機能の充実
②地域の実情に応じた機能の確保
③民間活力の活用による整備・管理の効率化
④長寿命化等による有効活用
⑤県と市町村の適切な役割分担による供給

11．重層的なセーフティネットの構築
①公的賃貸住宅の有効活用
②民間賃貸住宅の有効活用

⑦省エネルギー対策を講じた住宅の比率
【45%(H25)→64%(H37)】

計画見直しの背景

成果指標
①持ち家比率
【78%(H27)→78%(H32)】
②住宅の延べ床面積
【150㎡(H25)→149㎡(H32)】

①世代を超えて住み継がれる良質な住まいの普及
②リフォームの支援
③安全で人と環境にやさしい住まい・まちづくりの促進

２．高齢者・子育て世帯等が
       豊かに暮らせる仕組みの整備支援

①バリアフリー・ユニバーサルデザインの普及
②サービス付き高齢者向け住宅等の供給促進
③高齢者・子育て世帯等の安心居住支援
④医療・福祉や子育て支援のサービス施設と共同住宅との併設促進
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目標 施策（大項目）

公営住宅の供給の目標量
【7,500戸(H28～H37)】

⑬新築住宅における住宅性能表示の実施率
【10%(H26)→20%(H37)】
⑭新築住宅における認定長期優良住宅の割合
【10%(H26)→20%(H37)】
⑮リフォーム実施戸数の住宅ストック戸数に対する割合
【5.5%(H25)→9%(H37)】
⑯最低居住面積水準未満率
【1.5%(H25)→早期に解消(H37)】
※①、②、⑤、⑨、⑩、⑫のH37年度の目標値については、富山
県総合計画に準じるものとし、H32年度の中間目標値のみ当該
計画に位置付ける。

⑧高齢者生活支援施設を併設するサービス付き高齢者向け住
宅の割合
【77%(H26)→90%(H37)】
⑨景観づくり住民協定の締結件数（累計）
【10地区(H26)→10地区(H32)】
⑩まちづくりに関する住民協定等の件数
【161件(H26)→186件(H32)】
⑪空き家等対策計画を策定した市町村数
【0割(H26)→10割(H37)】
⑫地域の魅力づくりに取り組むNPO法人数
【56法人(H25)→72法人(H32)】

③子育て世帯の誘導居住面積水準達成率
【69%(H25)→向上(H37)】
④住宅の耐震化率
【72%(H25)→90%(H37)】
⑤高齢者が居住する住宅のバリアフリー化率
【46%(H25)→72%(H32)】
⑥住宅外部のユニバーサルデザイン化率
【7%(H25)→12%(H37)】

富山県
「新・元気とやま創造計画」

市町村総合計画

市町村

住生活基本計画

富山県

住まい・まちづくり計画

【富山県住生活基本計画】

住生活基本計画

【全国計画】

住生活基本法

住生活の安定の確保及び向上の促進に関する施策の展開

富山県各種計画

早期の耐震化

早期のバリアフリー化
高齢単身世帯、高齢夫婦世帯等への住宅の確保

結婚・出産を希望する若年世帯、子育て世帯への住宅の

空き家の発生を抑制（除却・活用）

良質な住宅ストックの供給

地域居住機能再生のための福祉施設等との一体的整備

公営住宅の長寿命化及び効率的な整備

定住・半定住

住生活産業の担い手の確保・育成

住宅の長寿命化及び価値ある住宅の継承

急速な人口の減少、世帯数の減少

住宅の資産価値の見直し

空き家の増加 大規模災害への備え

急速な高齢化

公営住宅の老朽化


